
                        
 

 

                          

甘
木
親
教
会
二
代
教
会
長
安
武
文
雄

親
先
生
が
お
国
替
え
さ
れ
て
十
五
年
と
な

り
ま
す
。 

甘
木
教
会
初
代(

お
祖
父)

の
願
い
を
受

け
継
ぐ
こ
と
、
親
を
思
う
こ
と
、
道
を
思

う
こ
と
、
出
社
教
会･

教
師･

信
奉
者
を
思

う
こ
と
、
信
者
の
助
か
り
を
願
う
こ
と
…
、

人
後
に
落
ち
ず
と
い
う
強
い
お
祈
り
を
い

つ
も
お
持
ち
で
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
六
年
二
月
、
加
治
木
教
会 

政

美
親
先
生
が
ご
布
教
さ
れ
る
た
め
に
借
家

を
捜
し
に
来
ら
れ
た
と
き
も
ご
一
緒
、
そ

れ
か
ら
と
い
う
も
の
加
治
木
布
教
の
上
を

親
身
に
祈
り
お
願
い
し
て
下
さ
い
ま
し
た

第
一
の
お
方
で
す
。 

最
期
の
最
期
ま
で
、 

    と
お
詠
み
に
な
ら
れ
、
力
の
及
ぶ
限
り
病

床
か
ら
も
御
祈
念･

御
取
次
に
お
命
を
お

傾
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

ど
れ
ほ
ど
お
礼
申
し
上
げ
れ
ば
よ
い
か

言
葉
も
み
つ
か
ら
な
い
と
い
え
る
ほ
ど
の

ご
恩
が
ご
ざ
い
ま
す
。 
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十
一
月
の
下
旬
と
は
い
う
も
の
の
暖
か

い
天
候
に
恵
ま
れ
紅
葉
照
り
映
え
菊
薫
る

中
に
、
加
治
木
教
会
生
神
金
光
大
神
御
大

祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
に
免
田
教
会
長 

尾
方
宣
教
先
生

を
お
迎
え
し
て
ご
教
話
を
拝
聴
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

              

 
 

            

尾
方
先
生
が
御
用
さ
れ
る
免
田
教
会
で
、

ご
信
心
を
四
十
年
に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら

れ
た
方
の
お
話
で
し
た
。 

 

御
取
次
を
頂
き
な
が
ら
親
子
三
代
に
わ

た
り
、
家
族
で
ご
信
心
を
頂
き
戦
後
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
行
か
れ
た
女
性
の
、
四

苦
八
苦
の
世
界
か
ら
、
喜
び
の
世
界･

拝
ま

れ
る
神
心
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
行
か
れ

た
お
話
で
、
壮
絶
で
過
酷
な
生
活
の
中
に

暖
か
い
先
生
の
祈
り
と
麗
し
い
家
族
の
き

ず
な
を
感
じ
る
尊
い
ご
教
話
で
し
た
。(

ご

教
話
を
聴
か
れ
た
い
方
は
教
会
に
Ｃ
Ｄ
を

準
備
し
て
い
ま
す) 

 

御
大
祭
前
、
二
週
間
の
奉
迎
信
行
期
間

を
設
け
て
『
金
光
大
神
』
と
『
信
者
の
心

得
』(

福
田
美
亮
著)

の
「
大
祭
の
意
義
と

心
得
」
を
読
み
研
修(

勉
強
会)

を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

信
行
期
間
中
だ
け
で
も
朝
参
り
に
取
り

組
ま
れ
る
方
も
あ
り
、
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
分
は
御
大
祭
を
お
迎
え
す
る
に
あ

た
り
、
心
構
え
や
御
用
に
当
る
気
持
ち
に

大
き
な
違
い
が
で
き
、
信
心
が
大
幅
に
成

長
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 
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か
ね
て
計
画
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し

た
記
念
祭
奉
迎
の
感
話
発
表
が
、
十
一
月

に
入
り
月
例
祭
ご
と
に
二
名
ず
つ
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

テ
ー
マ
は
「
原
点
・
あ
ゆ
み
・
こ
れ
か

ら
」
で
、
入
信
当
初
の
こ
と
と
、
大
変
だ

っ
た
こ
と
や
有
り
難
か
っ
た
想
い
出
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
信
心
を
進
め

て
行
く
べ
き
か
を
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

感
話
発
表
を
通
し
、
入
信
ま
た
は
信
心

の
原
点
か
ら
今
日
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
き

っ
か
け
が
あ
っ
た
の
か
、
い
か
な
る
歩
み

を
進
め
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

先
ど
の
よ
う
な
歩
み
を
進
め
て
行
く
べ
き

か
を
再
確
認
し
て
、
信
心
興
隆
の
手
が
か

り
足
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
だ
三
回
で
六
人
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
毎
回
尊
い
信
心
体
験
談
を
聴
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
良
い
信
心
の

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

演
台
を
出
し
て
立
っ
て
の
感
話
は
「
ま

だ
感
話
発
表
に
馴
れ
な
い
た
め
緊
張
す

る
」
と
い
う
方
が
多
い
の
で
、
座
っ
て
座

談
会
の
よ
う
な
形
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
す
る
と
慣
れ
て
な
い
方
も
比

較
的
緊
張
が
や
わ
ら
ぎ
、
少
し
気
が
楽
に

な
る
そ
う
で
す
。 
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十
一
月
七
日
（
日
）
枕
崎
教
会
に
お
い

て
生
神
金
光
大
神
大
祭
に
併
せ
て
布
教
七

十
五
年
記
念
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

薩
摩
半
島
は
秋
も
深
ま
り
カ
ラ
イ
モ

(

さ
つ
ま
芋)

の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
薩
摩
半
島
の
南
端
に
位
置

す
る
港
町
枕
崎
市
も
清
々
し
く
晴
れ
渡
っ

て
い
ま
し
た
。 

             

                 
 

ご
祭
主
に
親
教
会
の
飯
塚
教
会(

福
岡

県)

長 

倉
野
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
ご
祭

事
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
祭
典
後
倉
野
先
生
よ
り
ご
教
話

が
あ
り
「
飯
塚
教
会
初
代
は
『
親
神
様
に

願
う
の
で
は
な
い
、
親
神
様
を
拝
む
』
と

教
え
て
い
る
、
親
神
様
『
に
』
で
な
く
『
を
』

…
」
と
の
親
神
様
の
と
ら
え
方
の
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。 

      

十
一
月
二
十
日(

土)

大
口
教
会
の
御
大

祭
が
仕
え
ら
れ
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

後
、
加
治
木
教
会
か
ら
の
参
拝
者
四
人
で

曽
木
の
滝
へ
紅
葉
狩
り
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

曽
木
の
滝
で
は
紅
葉
が
真
っ
盛
り
で

「
滝
祭
り
」
と
い
う
催
し
を
翌
日
に
ひ
か

え
、
紅
葉
狩
り
に
出
か
け
て
き
た
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 
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大
口
の
街(

伊
佐
市)

に
入
る
ま
で
、
加

治
木
町
か
ら
い
く
つ
か
の
町
や
野
山
を
一

時
間
ほ
ど
も
眺
め
て
は
「
紅
葉
は
ま
だ
ま

だ
…
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
曽
木
の

滝
に
来
て
み
る
と
紅
葉
は
真
っ
盛
り
で
し

た
。
伊
佐
市(

大
口)

周
辺
は
、
内
陸
盆
地

で
あ
る
た
め
冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く

「
鹿
児
島
の
軽
井
沢
」
と
ま
で
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
鮮
や
か
な
紅
葉
を

見
て
そ
れ
が
う
な
ず
け
ま
し
た
。 

          
 

 

…
… 

11
月 

…
…
…
… 

１(

月) 

報

徳

月

例

祭 

10
時
半 

７(

日) 

枕
崎
教
会 

布
教
75
年
記
念
大
祭 

９(
火) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時 

10(
水) 
生
神
金
光

大

神

様 

月

例

祭 

10
時
半 

14(

日) 
上
荒
田
教
会
御
大
祭 

11
時 

〃 
 

大
重
家
霊
祭 

16(

火) 

若 
婦 
人 

会 

13
時
半 

20(

土) 

大
口
教
会
御
大
祭 

12
時 

21(

日) 

西
鹿
児
島
教
会
御
大
祭 

12
時 

22(

月) 

月
例
祭･

御
大
祭
前
御
用
10
時
半 

23(

祝) 

加
治
木
教
会
御
大
祭 
11
時 

25(

木) 

（連
）執
行
部
会 

(

上
荒
田

教

会)
10
時
半 

28(

日) 

多
良
木
教
会
御
大
祭 

12
時 

30(

火) 

斎

掃

御

用 
 
  
 

10
時 

 
 

 

 
 

 

十
二
月 

吉
屋
正
憲 

之
霊
神(

２
日) 

平
成
11
年 

本
中
野
キ
ン 

之
霊
神(

７
日)

昭
和
10
年 

大
山
キ
ク 

之
霊
神(

７
日)

平
成
７
年 

小
屋
敷
シ
ゲ 

之
霊
神(

７
日)

平
成
８
年 

柳
園
市
次
郎 

之
霊
神(

８
日)

昭
和
25
年 

本
中
野
重
盛 

之
霊
神(

８
日)

昭
和
39
年 

大
山
叶
人 

之
霊
神(

14
日)

平
成
21
年 

徳
永
盛
常 

之
霊
神(

18
日)

平
成
２
年 

大
山
ス
エ
ゲ
サ
之
霊
神(

24
日)

昭
和
51
年 

大
山
き
よ
子
之
霊
神(

28
日)

昭
和
43
年 

吉
屋
キ
ミ 

之
霊
神(

30
日) 

平
成
22
年 

前
田
キ
ミ 

之
霊
神 
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十
二
月
二
十
三
日(
祝) 

 

甘
木
親
教
会 

安
武
文
雄
大
人
十
五
年
祭 
参
拝 

 

    

   
 
  

    

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１(

水) 

●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３(

金) 

甘
木
親
教
会
御
大
祭 

第
一
日 

４(

土) 

●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

第
二
日 

９(

木) 

斎

掃

御

用 
 
 
 

10
時 

10(

金) 

●
生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

11(

土) 

感
謝
パ
ー
テ
ィ
ー  

12(

日) 

御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭 

14(

火) (

連)

布
教
協
議
会 (

上
荒
田

教

会) 

10
時
半 

18(

土) 

斎

掃

御

用 
  
 

10
時 

←
…
月
例
祭
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

19(

日) 

●
月
例
祭･

共
励
会 

 

13
時
半 

〃 
 

青
年
会
・リ
ー
ダ
ー
Ｍ(

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

兼 

青
年
会)

20
時 

23(
祝) 

甘
木
親
教
会 

二
代
教
会
長 

 
 
 
 
 

安
武
文
雄
大
人 

十
五
年
祭 

29(

水) 

斎

掃

御

用 
 

10
時 

30(

木) 

●
越 
年 

祭 

13
時
半 

※
少
年
少
女
会
・青
年
会
・若
婦
人
会
は
、
都
合
に
よ
り
日
程
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
随
時
連
絡
し
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。 

  

  
 

平
成
二
十
一
年 

…
… 

１
月 

…
…
…
… 

１(

祝) 

●
元 

日 

祭 
 

正
午 

３(

月) 

甘
木
親
教
会
年
頭
参
拝 

５(

水) 

少
年
少
女
会 

10
時
半 

９(

日) 

斎

掃

御

用 
 

10
時 

10(

月)

●
生
神
金
光

大

神

様

月
例
祭･

霊
祭

10
時
半 

13(

木) 

若 

婦 

人 

会 

13
時
半 

20(

木)

〜
22(

土)  
 

少
年
少
女
会
連
合
本
部 

理
事
会 

22(

土) 

斎

掃

御

用 
  

10
時
半 

←
…
月
例
祭
日
時
が
変
更
に
な
り
ま
す
。 

23(

日) 

月
例
祭･

共
励
会
13
時
半 

 
 

〃 
 

連
合
会
定
期
総
会 

(

午
前
中
出
席) 

〃 
 

青
年
会
・リ
ー
ダ
ー
Ｍ(

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

兼 

青
年
会)

20
時 

31(

月) 

斎

掃

御

用 
  
 
 

10
時
半 

 
 
 
 
 

   

 
     


